
 

 

石川県立白山青年の家及び石川県立白山ろく少年自然の家 

の平成２５年度管理状況 
施設所管課 教育委員会生涯学習課 

指定管理者 一般財団法人白山市地域振興公社 

理事長 新 正孝  

指定期間 平成23年4月1日～平成26年3月31日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 具体的な業務の実施状況 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

 

 

 

 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

・職員接遇研修会の実施 

職員の資質向上 

・石川県青少年教育施設協議会資質向上研修会の受講 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・利用団体アンケートの実施（190通） 

・利用者ニーズの反映 

（ロッカールームの清掃方法の改善等） 

利用の促進に関する業

務 

自主事業等の企画・実施 

・白山青年の家：地域交流事業「さとやまサロン」の実施

（6回/152名参加） 

・白山ろく少年自然の家 

「白山ジオツアーズ」を実施（5回/136名参加） 

受入団体への出前講座の実施（48団体/3,858名受講） 

施設の情報提供、広報、広告 

・ホームページの内容の充実  

体験活動プログラムの実施 

 ・子ども自然学校の開催（35プログラム/1,512名参加） 

使用の承認に関する業

務 

 

使用承認、使用料の徴収、納入 

・使用承認の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕に関

する業務 

清掃業務 

設備保守点検 

防火管理 

不審者対策 

小規模修繕 

・白山青年の家（厨房エアコン修繕、宿泊室畳表替など） 

・白山ろく少年自然の家（厨房設備修繕など） 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・緊急時の職員連絡体制･配置体制、危機管理マニュアルの

見直し・作成、避難訓練の実施 

個人情報の管理状況 

・職員全員に周知し、適正に管理 

 

 



 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標 

施設名 指標 Ｈ24年度 

（参考） 

Ｈ25年度 前年度比 

 
増減理由 

白山青年の家 総利用者数（人） 22,101 21,939 99.3% 
少子化の影響から

か、学校団体の利

用者数が減少傾向

にある。 白山ろく少年

自然の家 
総利用者数（人） 

 

18,731 

 

18,398 

 

98.2% 

②使用承認等の状況 

 承認件数  

白山青年の家 ２６６ 使用承認の取り消し及び使用の制限はなし 

白山ろく少年自然の家 １７４ 〃 

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

施設名  収入額 減免額 減免理由 

白山青年の家 

宿泊料 5,066千円 －  

食事料 13,494千円 －  

冷暖房料 718千円 －  

白山ろく少年自然の家 

食事料 13,965千円 －  

寝具料 1,520千円 －  

暖房料 226千円 －  

スキー用具料 309千円 －  

 

（４）収支決算                                                         （千円） 

 収入 支出 

白
山
青
年
の
家 

管理料 37,407 人件費 24,564 

利用料収入 19,278 光熱水費 7,245 

その他 3,491 修繕費 2,276 

  設備保守 2,531 

  食材費 10,282 

  その他 11,112 

小 計 60,176 小 計 58,010 

白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家 

管理料 30,096 人件費 23,241 

利用料収入 16,020 光熱水費 4,592 

その他 3,258 修繕費 1,688 

  設備保守 1,383 

  食材費 9,146 

  その他 8,631 

小 計 49,374 小 計 48,681 

合 計 109,550 合 計 106,691 

収支差額 2,859  

※２施設あわせて指定しているため、管理料は合算して支払っている。 



 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（通年実施 有効回答数 白山青年の家 90件・白山ろく少年自然の家98件) 

施設名 項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

白山青年の家 
利用者サービス 61.9％ 38.1％ 0.0％ 0.0％ 

施設の維持管理 67.8％ 31.1％ 1.1％ 0.0％ 

白山ろく少年

自然の家 

利用者サービス 70.4％ 25.5％ 4.1％ 0.0％ 

施設の維持管理 38.8％ 55.1％ 6.1％ 0.0％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

施設名 内容 対応 

白山青年の家 いつも丁寧に対応してくれて感

謝している。 

－ 

宿泊室の畳が傷んでいる。 宿泊室全室の畳表替えをした。 

白山ろく少年

自然の家 

どんな天候でも、柔軟かつ臨機

応変に満足のいく活動を用意し

てくれ、温かい心遣いに大変感

謝。 

－ 

第２営火場の丸木椅子は老朽化

している。 

ただちに確認し、取り替えた。 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

平成25年6月 (白青)１階厨房系統 

エアコン故障 

修理 

平成25年10月 (白青)２階、３階宿泊室 

畳表替 

取替 

平成26年3月 (白山ろく)厨房ガステーブル他

更新及び修繕 

修繕、取替 

平成26年3月 (白山ろく)駐車場舗装補修工事 修繕 

 

③その他報告事項など 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向

上や利用促進に向け

た取組みが行われて

いるか。 

Ｂ ・利用者アンケート調査を行い、利用者の声を運営に活

かすよう努めている。 

・周辺施設との連携を進めることで、プログラムの充実

を図っている。 

②施設、設備及び備品

の維持管理及び修繕

が適切に行われてい

るか。 

Ｂ ・施設の修繕等に適切に対応している。 

・施設内は常に清潔に保たれており、作品掲示や学習コ

ーナーを設置するなど学習環境作りに努めている。 

③適切に管理運営・危

機管理を行う組織・

体制となっている

か。 

Ｂ ・適切な職員の配置がなされている。（繁忙期における

職員補充など） 

・緊急時の対応計画や連絡体制等が定められ、安全対策

が適切である。 

・個人情報保護が積極的に行われている 

総合評価 Ｂ ・仕様書等に基づく適切な管理運営がなされており、利

用者が快適に過ごすための環境作りに積極的に取り組

まれている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｃ（可）：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある 

 

○総合評価 

Ａ（優）：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている 

Ｂ（良）：優れた管理運営がなされている 

Ｃ（可）：適正な管理運営がなされている 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

閑散期（特に秋・春先）の利用促進に向けたプログラム開発とさらなるＰＲ。 

 


